
小こ

　
割わ

り

　
直な

お

　
彦ひ

こ  

議
員

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

対
す
る
支
援
が
、
若
者
世

代
の
移
住
・
定
住
促
進
や

子
育
て
世
帯
の
住
環
境
改

善
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
は
。

　

経
済
的
不
安
が
あ
る

若
者
層
や
子
育
て
世
帯
に

と
っ
て
、
家
計
に
お
い
て

大
き
な
割
合
を
占
め
る
住

居
費
用
は
悩
み
の
一
つ
で

あ
り
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

を
含
め
た
住
居
に
関
す
る

費
用
へ
の
支
援
は
、
住
環

境
改
善
や
移
住
を
検
討
す

る
上
で
、
一
定
の
後
押
し

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

対
す
る
補
助
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

　

本
町
で
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
、
空
き
家
の
利

活
用
を
促
進
す
る
た
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
物
件
の
残
存
家
財
の

撤
去
や
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
、
利
活
用
に
必
要
な

最
低
限
の
修
繕
に
要
す
る

経
費
を
一
件
当
た
り
50
万

円
ま
で
補
助
す
る
制
度
を

実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
50

件
の
利
用
実
績
が
あ
る
。

当
該
事
業
の
申
請
時
や

令
和
５
年
度
に
開
設
し
た

移
住
・
定
住
相
談
窓
口
に

お
い
て
も
、
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
の
費
用
助
成
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
あ

り
、
今
後
移
住
・
定
住
促

進
対
策
を
推
進
し
て
い
く

上
で
、
よ
り
一
層
、
充
実

し
た
支
援
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

補
助
制
度
の
導
入
に

当
た
っ
て
の
有
効
な
財
源

は
。

　

国
や
府
に
お
い
て
、

移
住
者
の
住
居
費
用
支
援

を
行
う
補
助
制
度
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
町
の
負
担

も
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
子

育
て
支
援
制
度
や
空
き
家

対
策
な
ど
を
含
め
て
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
効
果
が

あ
る
の
か
、
今
後
も
十
分

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
の
導
入
は

効
果
的
な
支
援
の
あ
り
方
を

�

考
え
て
い
き
た
い

高
江
企
画
財
政
課
長

住宅リフォームに対する支援で移住・定住の後押しを

バスルームの改装例

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



田た

　
中な

か

　
保や

す

　
美み  

議
員

　

現
在
井
手
の
玉
川
提

に
、
ヤ
マ
ブ
キ
は
ど
の
程

度
植
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

平
成
21
・
22
年
に「
玉

川
の
名
水
を
守
る
会
」

が
、
橋
本
橋
上
流
か
ら
合

薮
ま
で
の
区
間
に
、
約

４
２
０
０
株
の
ヤ
マ
ブ
キ

を
植
樹
さ
れ
た
。

　

以
前
よ
り
ヤ
マ
ブ
キ

が
少
な
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
が
、
今
後
植
樹
す

る
考
え
は
。

　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
が
、
玉
川
は
、
豊

か
な
自
然
と
歴
史
が
調
和

す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
川
で

あ
り
、
堤
に
咲
く
ヤ
マ
ブ

キ
や
桜
並
木
な
ど
も
併
せ

て
、
本
町
に
と
っ
て
貴
重

な
観
光
資
源
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

本
町
の
豊
か
な
自
然

環
境
を
ど
の
よ
う
に
し
て

守
り
、
観
光
面
に
活
か
し

て
い
く
の
か
。

　
「
井
堤
保
勝
会
」
や

「
井
手
町
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
が
行
う
保
全
の
た

め
の
活
動
に
対
し
財
政
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
町
の
魅
力
・

観
光
資
源
と
し
て
町
内
外

の
方
々
を
ひ
き
つ
け
、「
さ

く
ら
ま
つ
り
」
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
等
で
活

用
し
て
い
く
。

新
た
な
魅
力
や
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
も
含
め
、

多
く
の
方
々
と
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

関
係
団
体
へ
の
支
援
に
努

め
て
い
く
。

　

本
町
の
タ
ケ
ノ
コ
の

出
荷
量
は
。

　

例
年
50
ト
ン
程
度
。

　

今
後
放
置
竹
林
に
対

す
る
対
策
は
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
お
い
て
、

放
置
竹
林
の
再
生
・
活
用

に
つ
な
が
る
活
動
と
し
て
、

竹
林
の
間
伐
作
業
や
竹
林

整
備
後
、
他
の
農
産
物
栽

培
へ
の
転
換
な
ど
に
、
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
、
本
町
も
会
員
で
あ
る

「
綴
喜
林
業
振
興
会
」
か

ら
助
成
さ
れ
て
い
る
。

　

竹
林
バ
ン
ク
制
度
の

導
入
は
。

　

農
業
委
員
会
の
意
見

も
伺
い
な
が
ら
、
先
進
事

例
な
ど
の
調
査
も
行
っ
て

い
き
た
い
。
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玉
川
提
の
自
然
環
境
を

�

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

本
町
の
竹
林
整
備
は

玉
川
の
魅
力
を

�

さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い

奥
山
産
業
環
境
課
長

高
江
企
画
財
政
課
長

今
後
も
放
置
竹
林
へ
の

�

対
策
に
取
り
組
む

奥
山
産
業
環
境
課
長

「山城たけのこ」の産地である本町の竹林

玉川堤の桜並木

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



岡お
か

　
田だ

　
久ひ

さ

　
雄お  

議
員

　
「
地
区
防
災
計
画
」

の
策
定
を
行
政
が
積
極
的

に
後
押
し
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
本
町
の
考
え
は
。

　

地
域
活
動
の
理
解
や

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

先
進
事
例
を
確
認
し
な
が

ら
、
支
援
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

保
育
園
で
地
震
が
起

き
た
際
の
園
児
へ
の
対
応

は
。

　
「
保
育
安
全
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
し
、
職
員

の
役
割
分
担
な
ど
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。

防
災
設
備
の
自
主
点
検
、

毎
月
の
避
難
訓
練
の
実
施

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

園
児
の
怪
我
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
災
頭
巾
等
の

備
蓄
品
は
準
備
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

防
災
頭
巾
は
、
着
用

の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
時
間
的

な
ロ
ス
も
あ
り
、
使
用
や

備
蓄
は
想
定
し
て
い
な
い

が
、
先
進
事
例
等
の
情
報

も
収
集
し
な
が
ら
、
取
組

を
進
め
た
い
。

　

防
災
教
育
の
取
組
状

況
は
。

　

小
学
校
の
社
会
科
や

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、

火
事
や
自
然
災
害
か
ら
安

全
な
く
ら
し
を
守
る
仕
組

み
に
つ
い
て
学
習
し
、
南

山
城
水
害
に
つ
い
て
も
地

域
の
方
か
ら
話
を
伺
っ
て

い
る
。

中
学
校
で
は
、
自
然
災

害
に
備
え
た
安
全
対
策
に

つ
い
て
学
習
し
て
お
り
、

実
際
の
避
難
の
方
法
や
注

意
点
に
つ
い
て
も
学
習
し

て
い
る
。

　

最
新
の
避
難
情
報
等

を
一
冊
に
ま
と
め
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
の
進

捗
状
況
は
。

　

同
報
系
防
災
行
政
無

線
や
メ
ー
ル
配
信
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
に
よ
る
緊
急
情
報

の
入
手
先
の
情
報
追
加
、

避
難
所
情
報
の
更
新
な
ど

の
校
正
に
つ
い
て
最
終
調

整
中
。

年
度
末
に
完
成
予
定
で
、

速
や
か
に
各
戸
配
布
す
る
。

　
「
災
害
時
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー

ド
」や「
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
」、「
防

災
手
帳
」
や
「
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、

導
入
・
検
討
状
況
は
。

　
「
災
害
時
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
」

は
府
や
他
の
自
治
体
を
参

考
に
し
、
準
備
し
た
い
。

「
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ボ
ッ
ク
ス
」
は
、
井
手

小
・
多
賀
小
・
玉
川
保
育

園
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
準
備
し
て
い
る
。

「
防
災
手
帳
」、「
防
災

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
今

　

住
民
を
思
い
や
る
優

し
い
役
場
と
し
て
、
来
庁

さ
れ
る
方
の
危
険
防
止
の

観
点
か
ら
「
傘
の
し
ず
く

取
り
」
機
器
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

　

一
階
フ
ロ
ア

は
、
汚
れ
に
強
く

滑
ら
な
い
素
材
の

タ
イ
ル
仕
上
げ
の

仕
様
と
な
っ
て
い

る
。雨

の
日
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
自

動
ド
ア
よ
り
先
の

通
路
は
濡
れ
て
い

な
い
状
況
だ
が
、
よ
り
安

心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
利
用
頻
度
や
費
用

対
効
果
な
ど
も
勘
案
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

回
更
新
す
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
必
要
な
情
報

を
掲
載
す
る
た

め
、
そ
れ
を
活

用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
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本
町
に
お
け
る
総
合
的
な
防
災
対
策
は

「
傘
の
し
ず
く
取
り
」
機
器
の
設
置
は

よ
り
一
層
充
実
し
た

�

避
難
訓
練
等
に
努
め
る

菱
本
安
心
・
安
全
推
進
課
長

花
木
住
民
福
祉
課
長

北
川
学
校
教
育
課
参
事

利
用
頻
度
や
費
用
対
効
果
を

�

勘
案
し
検
討

平
間
総
務
課
長

ハザードマップが更新されます「傘のしずく取り」の例（京田辺市）

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



木き

　
村む

ら

　
健け

ん

　
太た  

議
員

　

今
回
の
埼
玉
県
八
潮

市
で
発
生
し
た
道
路
陥
没

事
故
を
受
け
て
、
調
査
や

点
検
は
行
っ
た
の
か
。

　

町
内
全
域
を
対
象
に

下
水
道
管
が
敷
設
さ
れ
て

い
る
道
路
に
つ
い
て
、
陥

没
等
が
な
い
か
目
視
で
の

点
検
を
実
施
し
た
。

　

点
検
結
果
は
。

　

異
常
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。

　

本
町
で
使
用
し
て
い

る
下
水
道
管
の
耐
用
年
数

は
。

　

標
準
耐
用
年
数
は
50

年
。

　

設
置
後
、
何
年
程
経

過
し
て
い
る
の
か
。

　

平
成
２
年
に
敷
設
し

た
も
の
が
最
も
古
く
、
設

置
後
34
年
が
経
過
し
て
い

る
。

　

更
新
計
画
は
策
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

下
水
道
管
を
含
め
た

下
水
道
施
設
の
更
新
や
修

繕
、
改
修
の
計
画
を
定
め

た
「
井
手
町
下
水
道
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
」
を
策
定
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
策
定
内
容

は
。

　

対
象
施
設
の
点
検
・

調
査
の
頻
度
や
更
新
・
改

築
等
の
判
断
基
準
な
ど
を

設
定
し
て
い
る
。

　

現
行
の
計
画
の
満
了

期
間
は
。

　

令
和
6
年
で
期
間
が

満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

次
期
計
画
を
策
定
中
。

今
後
も
本
計
画
の
判
断

基
準
に
基
づ
き
、
適
切
な

下
水
道
施
設
の
管
理
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　

有
王
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

ト
イ
レ
改
修
の
予
定
は
。

　

必
要
に
応
じ
て
応
急

的
な
修
繕
も
行
い
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
き
た
。

令
和
7
年
度
の
当
初
予

算
で
ト
イ
レ
等
の
改
修
に

係
る
費
用
を
計
上
し
て
い

る
。

　

具
体
的
な
改
修
内
容

は
。

　

ト
イ
レ
の
壁
と
内
部

の
土
間
や
天
井
等
の
改
修
。

　

便
器
等
の
設
置

数
は
。

　

男
子
便
所
の
小

便
器
２
台
と
洋
式
便

器
１
台
。
女
子
便
所

の
洋
式
便
器
１
台
を
設
置

予
定
。

　

新
四
郎
山
グ
ラ
ン
ド

の
ト
イ
レ
改
修
の
考
え
は
。

　

使
用
状
況
や
現
状
確

認
を
行
う
と
と
も
に
、
国

道
24
号
城
陽
井
手
木
津
川

バ
イ
パ
ス
工
事
の
際
に
、

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

た
工
事
ヤ
ー
ド
が
設
置
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の

状
況
を
確
認
し
た
う
え
で

検
討
し
て
い
く
。
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有
王
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ
改
修
は

当
初
予
算
に

�

改
修
費
用
を
計
上

寺
井
社
会
教
育
課
長

新四郎山グラウンドトイレ

本町のデザインマンホール蓋（「やまぶき」と“井”の字）

町
内
の
下
水
道
管
は

策
定
計
画
の
判
断
基
準
に

�

基
づ
き
点
検
・
更
新
に
努
め
る

仁
木
上
下
水
道
課
長

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



鎌か
ま

　
田だ

　
隆た

か

　
宏ひ

ろ  

議
員

　

直
近
の
消
防
団
員
数

は
。

　

２
０
１
名
。

　

そ
の
う
ち
45
歳
未
満

の
割
合
は
。

　

１
１
５
名
で
、
割
合

は
57
・
２
％
。

　

団
員
確
保
に
向
け
た

取
組
は
。

　

各
支
部
に
お
い
て
新

入
団
員
の
勧
誘
を
し
て
頂

い
て
い
る
。

今
後
も
消
防
団
と
相
談

し
な
が
ら
団
員
確
保
の
取

組
を
実
施
し
た
い
。

　

消
防
団
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
は
。

　

消
防
団
に
お
い
て
有

事
の
際
、
規
律
あ
る
行
動
、

迅
速
か
つ
的
確
な
対
処
が

行
え
る
よ
う
、
査
閲
訓
練

や
操
法
訓
練
、
林
野
火
災

訓
練
、
水
防
訓
練
等
を
実

施
し
て
い
る
。

消
防
団
の
組
織
や
活
動

内
容
、
出
動
や
参
集
基
準

な
ど
が
把
握
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、
他

の
自
治
体
の
作
成
事
例
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　

災
害
時
の
情
報
管
理
、

連
絡
、
参
集
な
ど
に
活
用

で
き
る
専
用
ア
プ
リ
の
導

入
は
。

　

火
災
が
発
生
し
た
場

合
は
消
防
署
か
ら
、
気
象

警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た

場
合
は
気
象
庁
か
ら
、
安

心
・
安
全
推
進
課
に
連
絡

が
入
り
、
そ
の
情
報
を
消

防
団
幹
部
に
伝
え
、
災
害

な
ど
の
規
模
に
応
じ
、
本

町
と
消
防
団
幹
部
と
が
協

議
し
な
が
ら
必
要
な
人
員

を
決
定
し
、
参
集
し
て
い

る
。連

絡
、
参
集
や
情
報
伝

達
に
つ
い
て
は
、
電
話
や

移
動
系
防
災
行
政
無
線
以

外
に
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

も
活
用
し
な
が
ら
、
消
防

団
幹
部
か
ら
各
消
防
団
員

へ
迅
速
に
伝
達
し
て
い
る
。

　

機
能
別
消
防
団
員
の

募
集
は
。

　

消
防
団
員
の
減
少
、

確
保
対
策
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
事
案
で
あ
る
。

現
在
、
女
性
消
防
団
員

の
募
集
に
向
け
、
活
動
内

容
や
組
織
上
の
位
置
づ
け

等
を
検
討
し
、
来
年
度
中

に
募
集
が
で
き
る
よ
う
、

消
防
団
と
調
整
中
。

　

ホ
ー
ス
の
入
れ
替
え

や
点
検
は
。

　

各
支
部
に
お
い
て
毎

月
、
地
区
の
消
火
栓
及
び

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
の

点
検
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

目
視
に
て
確
認
を
し
て
頂

い
て
い
る
。

毎
年
度
実
施
す
る
夜
間

操
法
訓
練
に
お
い
て
、
放

水
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

異
常
が
な
い
か
点
検
を
実

施
。

消防団員を募集しています
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消
防
団
活
動
の
充
実
は

機
能
別
消
防
団
員
の

�

導
入
も
協
議

菱
本
安
心
安
全
課
長

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う
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総
務
文
教
・
産
業
厚
生

　
　
　
　
　
　
　合
同
委
員
会
報
告

１
月
15
日
に
城
南
衛
生
管
理
組
合　

「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
折
居
」
の
施
設
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
折
居
」
は
、
本

町
を
含
む
３
市
３
町
か
ら
排
出
さ
れ
る

一
般
廃
棄
物
の
焼
却
処
理
を
行
う
施
設

で
、
焼
却
す
る
こ
と
で
ご
み
の
体
積
を

減
ら
す
ほ
か
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に

寄
与
す
る
施
設
で
あ
る
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

施
設
に
は
、
ご
み
の
分
別
の
必
要

性
や
ご
み
の
搬
入
か
ら
焼
却
、
灰
の
廃

棄
方
法
ま
で
見
学
で
き
る
コ
ー
ス
が
あ

り
、
ご
み
を
出
す
際
に
は
分
別
を
徹
底

し
、
金
属
な
ど
の
不
燃
物
や
生
ご
み
な

ど
の
水
分
を
少
な
く
し
て
ご
み
に
出
す

な
ど
、
各
家
庭
で
取
り
組
む
こ
と
で
施

設
の
効
率
化
、
資
源
の
有
効
活
用
が
図

れ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
町
で
も
小
学
４
年
時
の
社
会
見

学
で
、
当
施
設
の
概
要
な
ど
を
学
ぶ
機

会
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
環
境
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
リ
ユ
ー
ス
コ
ー

ナ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
、
フ
ー
ド

ロ
ス
問
題
な
ど
、
時
期
ご
と
に
テ
ー
マ

を
変
え
る
企
画
展
示
で
環
境
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
施
設
内
は
自
由
に

見
学
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

住
民
の
方
に
も
、
ご
み
や
環
境
の
こ

と
を
学
ぶ
場
所
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば

と
感
じ
ま
し
た
。

ご
み
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

�

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
に

�

委
員
長　

脇
本�

尚
憲丁寧に説明していただきました

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

３
月
10
日
に
全
委
員
５
名
と
、
町
長

並
び
に
副
町
長
、
関
係
者
の
出
席
を
求

め
、
付
託
を
受
け
た
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
条
例
が
制
定
さ
れ
る

理
由
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、「
地
方

自
治
法
第
２
４
３
条
の
２
の
７
第
１
項

に
お
い
て
、
町
長
等
の
地
方
公
共
団
体

に
対
す
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
そ
の

職
務
を
行
う
に
つ
き
善
意
で
か
つ
重
大

な
過
失
が
な
い
と
き
は
、
賠
償
責
任
額

を
限
定
し
て
そ
れ
以
上
の
額
を
免
責
す

る
旨
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
可
能
と

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
制
定
に
至
っ
た
も

の
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
損
害
賠
償
責
任
額
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
計
算
方
法
や
対
象
と
な
る

職
員
の
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
委
員
か
ら
「
職
務
を
行

う
に
あ
た
り
善
意
・
軽
過
失
の
場
合
は
、

一
定
程
度
免
責
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
町
長
や
職
員
、
そ
の
他
の
委
員
が
過

度
に
委
縮
す
る
こ
と
な
く
適
正
な
業
務

遂
行
を
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
一
方
、
善
意
・

軽
過
失
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
低
限

度
の
賠
償
責
任
額
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
執
行
側
の
責
任
は
や
は
り
重

た
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
適
切
な
業
務
執
行
を
行
う
よ
う
に

お
願
い
す
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。採

決
の
結
果
、「
全
会
一
致
」
で
、「
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決

し
ま
し
た
。

「
井
手
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

�

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件
」

�

委
員
長　

脇
本�

尚
憲最後に委員から意見がありました

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

委
員
会
報
告
等



市
町
村
議
会
議
員
研
修
報
告

京
都
府
議
会
・
市
町
村
議
会

　
　
　正
副
議
長
合
同
研
修
会
報
告
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1
月
31
日
に
開
催
さ
れ
、
谷
田
利
一

副
議
長
と
出
席
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
石
田
宗
久
京
都
府
議

会
議
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
西
脇
隆

俊
京
都
府
知
事
よ
り
、
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

原
油
・
物
価
高
騰
等
へ
の
対
応
、
人

口
減
少
と
地
方
創
生
、
令
和
７
年
度
地

方
財
政
対
策
と
税
制
改
正
等
の
説
明
の

後
、『
未
来
へ
の
施
策
展
開　

―
あ
た

た
か
い
京
都
づ
く
り
―
』
と
し
て
、
京

都
府
の
取
組
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
府
議
会
や
他
市
町
村

の
正
副
議
長
と
様
々
な
意
見
交
換
を
す

る
機
会
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

1
月
20
日
〜
21
日
の
２
日
間
、
全
国

市
町
村
国
際
文
化
研
究
所
で
市
町
村
長

等
・
市
町
村
議
会
議
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
岡
田

久
雄
議
員
、
小
割
直
彦
議
員
、
谷
田
健

治
議
員
で
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
東
京
藝
術
大
学
学
長
の

日
比
野
克
彦
氏
か
ら
、『
ア
ー
ト
×
福

祉
』
の
講
義
が
あ
り
、
ア
ー
ト
の
力
に

よ
る
社
会
的
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
健
康

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授
の
堀
田
聰

子
氏
か
ら
、『
安
心
し
て
認
知
症
に
な

れ
る
社
会
を
目
指
し
て
』
の
講
義
が
あ

り
、
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
言

葉
が
印
象
的
で
し
た
。

２
日
目
は
、
社
会
福
祉
法
人
わ
た
む

き
の
里
福
祉
会
理
事
の
野
々
村
光
子
氏

か
ら
、『
誰
も
が
誰
か
の
応
援
者
』
の

講
義
が
あ
り
、
人
の
思
い
が
重
な
っ
て

大
き
な
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
公
益
財
団
法
人
東
近
江
三
方

よ
し
基
金
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
の
山

口
美
知
子
氏
か
ら
『
人
と
人
、
人
と
自

然
を
つ
な
ぐ
』
の
講
義
が
あ
り
、
地
域

内
で
の
資
金
循
環
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
受
け
て
知
識
を
深

め
る
こ
と
で
、
私
自
身
、
共
生
社
会
の

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」を

�

よ
り
実
感
い
た
だ
く
た
め
に

�

議
長　

奥
田�

俊
夫

「
市
町
村
長
等・市
町
村
議
会

�

議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
研
修
報
告
」

�
�

田
中�

保
美市町村特別セミナーに参加しました

西脇府知事による講演の様子

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

委
員
会
報
告
等
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１月分
日 曜日 公務内容 出席議員

1月10日 （金） 令和7年第1回京都府町村議会議長会議 奥田議長

1月11日 （土） 部落解放同盟井手支部荊冠旗開き 奥田議長

1月12日 （日）
井手町消防出初式 奥田議長（全議員対象）

令和7年井手町二十歳のつどい 奥田議長（全議員対象）

1月19日 （日） 第19回井手町マラソン大会・第33回ジョギング大会 奥田議長（全議員対象）

1月20日 （月） 井手町営住宅等入居者選考委員会 奥田議長

1月25日 （土） 山城地協荊冠旗びらき 奥田議長

1月27日 （月） 城南衛生管理組合議会　廃棄物（ごみ・し尿）処理常任委員会事前説明 谷田健治議員

1月30日 （木） 城南衛生管理組合議会議会　議会運営委員会 岡田議員

1月31日 （金） 京都府議会・市町村議会正副議長研修会 奥田議長・谷田利一副議長

２月分
日 曜日 公務内容 出席議員

2月5日 （水）
城南衛生管理組合議会議会総務常任委員会 岡田議員

京都府町村議会議長特別研修会 奥田議長

2月6日 （木）

京都府町村議会議長特別研修会 奥田議長

城南衛生管理組合議会　廃棄物（ごみ・し尿）処理常任委員会 谷田健議員

京都府後期高齢者医療広域連合議会（2月定例会）全員協議会 木村健太議員

2月7日 （金）
城南衛生管理組合議会（2月定例会）開会日 岡田議員・谷田健治議員

京都地方税機構議会（2月定例会）全員協議会・本会議 小割議員

2月13日 （木） 市町村トップセミナー 奥田議長・谷田利一副議長

2月14日 （金） 京都府後期高齢者医療広域連合議会（2月定例会）本会議 木村健太議員

2月21日 （金）
城南衛生管理組合議会�予算特別委員会 岡田議員

町村議会議長会第75回定期総会 奥田議長

2月24日 （月） 和束町制施行70周年記念式典及び竣工式 奥田議長

　　　 議会の主な公務　（令和７年１月から３月まで） 【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

議
会
の
主
な
公
務
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３月分
日 曜日 公務内容 出席議員

3月2日 （日） 令和6年度（公財）京都府スポーツ協会関係者懇談会 奥田議長

3月3日 （月） 井手町国民健康保険運営協議会（第2回） 奥田議長

3月4日 （火） 令和6年度通学路安全推進会議合同点検及び対策会議 脇本議員・鎌田議員

3月9日 （日） 井手町解放文化祭 奥田議長（全議員対象）

3月12日 （水） 井手町営住宅等入居者選考委員会 奥田議長

3月14日 （金） 泉ヶ丘中学校�卒業証書授与式 奥田議長（全議員対象）

3月17日 （月） 城南衛生管理組合議会　議会運営委員会 岡田議員

3月19日 （水）

井手小学校�卒業証書授与式 谷田利一副議長（地元議員も）

多賀小学校�卒業証書授与式 奥田議長（地元議員も）

井手町環境審議会 奥田議長・谷田利一副議長

3月23日 （日） 第26回ふれあい福祉まつり 奥田議長

3月24日 （月） 井手町交通対策協議会 奥田議長・谷田利一副議長

3月26日 （水） 城南衛生管理組合議会（2月定例会）閉会日 岡田議員・谷田健治議員

3月27日 （木） 井手町防災会議 奥田議長

　　　 議会の主な公務　（令和７年１月から３月まで）

人生の節目に立ち会いました 卒業式で祝辞を述べる奥田議長
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図書館司書の仕事を教えてください。 井手町図書館について教えてください。
　　　

いでたん

取材協力ありがとうございました！！

多岐にわたりますが、基本的には ①資料の収集 ②資

料の整理 ③資料の提供 ④資料の保存 と考えてい

ます。

規模は大きくありませんが、多彩な資料を備えた、

町民の皆様に役立つ図書館です。

司書の仕事の楽しいところとやりがいを
感じるところは。
　　　

利用される方のご要望に適した資料を提供できたとき

にやりがいを感じます。お話を伺いながら、どのようなもの

をお探しなのか、探し当てる作業が楽しいです。

この仕事についたきっかけは？

これからの図書館をどんな風にしたいですか。
また、今後の目標は。

こっそり聞きました・・・鈴木さんはどんな人？

この仕事を目指す人に何かありますか。
　　　

技術革新が目覚ましい現代において、司書として何が

でき、何をすべきなのか、みんなで考えていきましょう。

新米記者いでたんが町に出かけて、まちのこといろいろ聞いてみます。
今回は井手町図書館司書の鈴木浩史さんに

インタビューしました !
図書館のこと・個人的なこと、
いろいろ聞いてみました！

すずき ひろし

町民の皆様が頼りにして下さるような、そんな頼もし

い図書館を目指したいと考えています。

子どものころから図書館が身近にあり、いつか本に

関わる仕事がしたいと思っていました。

お仕事の大変なところは。

図書館に来られたことのない、ご興味のない方へど

のように図書館をアピールするかが課題であり、難し

いところです。

●好きな食べ物は・・・

　ラーメンです。京都ラーメンの奥深さにハマっています。

●休日の過ごし方は・・・家でのんびり過ごします。

●趣味は・・・最近は稽古ができていませんが、「仕舞」

をかじっていたことがあり、「能」が好きです。

●好きな本、おすすめの作家さんは・・・

「クラフト・エヴィング商會」というユニット名で活躍され
ている吉田篤弘さんの作品は唯一無二の雰囲気が

あり、学生時代から愛読しています。

●座右の銘は・・・“Information is not knowledge.” 

　　　　　　　(情報は知識にあらず。)   フランク・ザッパ

ー　 　 ー20
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